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受給資格
離職⽇以前2年間に、被保険者期間が12か⽉以上ありますか？

会社の倒産‧解雇など会社都合での離職、または正当な理由のある⾃⼰都合退職などの場合、離職⽇以前1年間に被保険者期間が6か⽉以上ありますか？

積極的に就職しようとする意思があり、いつでも就職できる能⼒（健康状態‧環境など）がありますか？

現在、積極的に仕事を探しているにもかかわらず、職業に就いていませんか？

⼿続きと受給開始までの流れ
住所地を管轄するハローワークの場所を確認しましたか？

離職票（1および2）

以下の必要書類を準備しましたか？または準備の⽬処が⽴ちましたか？

マイナンバーカード（または通知カード＋⾝元確認書類）

写真

印鑑

本⼈名義の預⾦通帳

ハローワークに求職申込み後、7⽇間の待期期間があります。
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給付制限

会社の倒産‧解雇など会社都合による離職、または正当な理由のある⾃⼰都合退職などで、給付制限がないケースに該当しますか？

上記以外で⾃⼰都合退職の場合、給付制限期間は原則待期満了の翌⽇から1か⽉（離職⽇以前5年以内に⾃⼰都合退職等による給付制限を2回受けている場合、3回
⽬以降の離職では3か⽉）です。

指定の教育訓練を受講する場合、⾃⼰都合退職でも給付制限期間なしで受給できます。

ご⾃⾝の責めに帰すべき重⼤な理由による解雇等の場合、給付制限期間が3か⽉になります。

受給額の⽬安

基本⼿当⽇額の計算⽅法は「賃⾦⽇額 × 給付率」です。給付率は50〜80％で、賃⾦が低い⽅ほど⾼くなります

基本⼿当⽇額には上限額と下限額があります。
所定給付⽇数（90⽇〜360⽇）は、年齢、被保険者期間、離職理由、就職困難者かどうかなどで異なります。詳細はハローワークで確認しま
しょう。
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